
 

 

 

 

 

絆を育むあいさつ 

校長  平松 澄明 

 児童会の「常一みんなでニッコニコ大作戦～あいさつ編～」 

が、６月２８日から今日まで行われました。登校時の正門に役 

員が立って登校する友だちにマスク・フェイスシールド越しに 

声をかけて、あいさつを促すものです。 

 マスクをして学校生活を送るようになってもう１年が過ぎま 

した。学校に関わる大人も子どもも、マスクをした顔や表情が、 

その人であるという認識となってしまっています。マスクを外 

した素顔を見たときにその人とわからないかもしれません。 

 現代の接客業では、「マスク接客」という言葉があって「with corona」の時代に対応しようとして

います。接客をする際にお客様に良い印象を持っていただくことが大切なのは当たり前です。調べて

みると、そのための５つのポイントが、「①目元が笑顔・②声が笑声（えごえ）・③声が聞き取りやす

い・④ひと言プラスして気持ちを伝える・⑤目で見て話す」であることを知りました。まとめれば、

「目元に穏やかな表情をつくり、明るく柔らかいトーンで活舌よく話し、相手を思いやる一言を加え

るということを、相手とのアイコンタクトを意識して行う。」ということになるでしょうか。 

 この５つのポイントのうち４つは、主に自分だけが気をつけることですが、「④」は相手をより意

識してこそのポイントになります。接客では「雨の中ご来店いただき…」とか「ここがすぐお分かり

になりましたか…」というような言葉だそうですが、日常生活では、「おはよう！」の後に何を言う

かということになります。「今日は雨が降って嫌な天気だね。」「朝から元気そうじゃない。」など、あ

いさつを交わしたその先にあるものも大切なのだと気づかされます。 

 この「作戦」を展開するにあたって児童会役員は、校内にポスターを張って「あいさつ」の必要性

を訴えています。そこには、「相手の目を見て」「はっきりと笑顔で」「大きな声で」「声を出す勇気を

もって」といった自分が頑張ることを呼びかける一方で、「気持ちを込めて」「相手がいい気持ちにな

れるよう」といった相手を意識した呼びかけも見られます。子どもたちなりの「あいさつ」に対する

気づきを感じさせられます。 

 ただでさえ、子どもの世界の友人関係も難しさが取りざたされているところで、１年以上の長きに

わたりマスク着用が続いているということは、「after corona」の段階でコミュニケーションに何ら

かの影響を与えることにならないかと心配になります。でも、マスク着用は感染対策に必須です。今

回の児童会の取り組みは、良好なコミュニケーションの実践を促すきっかけになると信じます。 

 コミュニケーションの基本は、相手を思いやるとともに自分自身の印象をアップさせることとも言

えます。思いやりの中で一人ひとりが自分にポジティブになる地域社会って素敵だと思います。その

基本が「あいさつ」です。コロナ禍の逆境の中、松戸一小さい学校で、お互いにあいさつを交わすこ

とでコミュニケーション力を高め、絆を深める。そんな気持ちを共有できたら最高です。  

「がんばろう 常一小！」 

学校HPアドレス http://www.matsudo.ed.jp/toki1-e/ 



夏の交通安全運動 ～ 交差点 青でも左右 確認を ～ 

              一昨日県内で痛ましい交通事故が発生しました。亡くなられた小学生

の子どもたちのご冥福をお祈りするとともに、けがをされた方々の一

日も早い回復をお祈りいたします。 

本校の学区は、常盤平団地という計画的に整備された地域であるため、広い歩道や信号機、横断

歩道などが整備されていて、市内で比較的安全な地域であるといえます。そこで学校生活を送ること

のできる子どもたちは幸せです。しかし、環境が整っているから安全といえるでしょうか？ 

○ けやき通りなどの広い道で、見通しがきくからと横断歩道を利用せずに斜め横断をする地域

の大人が目立つ。 ⇒ 子どもも真似をします。 

○ 広い歩道のため自転車が結構な速度で走る。⇒ 子どもも加害者になる可能性があります。 

 暑さによる集中力の低下や感染拡大で人や車の流れがいつもと違う状況が発生する可能性もある時

期です。この機会に身近な交通安全についてもう一度見直して、交通ルールの順守に努めましょう。 

安全に人の心も意識も欠かせません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技Ｊブロック大会開催 

 去る６月９日から１１日に、２年ぶりに開催さ

れました。感染拡大防止や本校の小規模化によ

り、例年とは違う大会運営となりましたが、天候

に恵まれ、子どもたちがコートやピッチで躍動す

る姿を見ることができました。子どもたちの体力

向上策の一つとして取り組んだ球技部活動でし

たが、他校との交流を深め、全力で試合に打ち込

む姿が素晴らしかったです。 

タブレット端末の活用 

 去る６月２１日に実施した本市 GIGA スクール

構想に基づく、一人一端末の教育活動の一環とし

てのタブレット端末持ち帰りと接続状況の確認に

ご協力いただきありがとうございました。 

 今回ご自宅で接続可能であることが確認できま

したが、しばらくは持ち帰らずに機器の扱いやネ

ット利用のルールやマナーを、教室での学習を利 

用して指導します。また、 

万一の感染拡大予防の学 

級閉鎖の際に家庭学習に 

活用できるようの準備を 

進めます。 

 

★ 本校の引き取り訓練中止について ★  

 本日松戸市教育委員会から、今年度の市内一斉引き取り訓練の中止についてのお知らせを配りま

した。これとともに、年度当初計画していた本校の訓練も感染拡大状況の予測ができないため中止

します。発災時は４月にお配りした「令和３年度災害緊急時等の対応について」に即して対処しま

す。この機会にご確認ください。（お手元にない場合には本校ホームページよりご確認ください。） 

☆ 令和３年度ＰＴＡ定期総会（紙面総会）へのご協力をお願いします ☆ 

 議決権行使書の提出が７月２日（金）までとなっています。本年度の運営委員の皆さんが時間をか

けて準備してくださいました。今後の常一小の保護者組織の方向性を決める重要な案件もあります

ので、期限内の提出へご協力をお願いします。 

お知らせ 


